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『
二
宮
金
次
郎
の
一
生
』
が
映
画
化
さ
れ
る

三
戸
岡
道
夫
氏
の
名
著
『
二
宮
金
次
郎
の
一
生
』

を
原
案
と
し
た
映
画
『
地
上
の
星—
二
宮
金
次
郎
伝

—

』
が
い
よ
い
よ
制
作
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

記
者
発
表
会
が
八
月
四
日
、
生
家
の
あ
る
小
田
原
市

の
尊
徳
記
念
館
で
行
わ
れ
た
。 

監
督
は
『
長
州
フ
ァ
イ
ブ
』『
地
雷
を
踏
ん
だ
ら

サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
』
『
十
字
架
』
の
作
品
を
手
が
け
た
五

十
嵐
匠
、
脚
本
は
映
画
『
武
士
の
家
計
簿
』
の
柏
田

道
夫
、
キ
ャ
ス
ト
陣
に
は
、
二
宮
金
次
郎
（
尊
徳
）

に
秦
野
市
出
身
の
合
田
雅
吏
、
大
久
保
忠
真
（
小
田

原
藩
主
）
に
、
映
画
『
半
次
郎
』
の
榎
木
孝
明
。 

有
名
人
の
「
二
宮
金
次
郎
」
の
こ
と
な
の
で
、
し

ば
し
ば
映
画
化
さ
れ
て
い
た
か
と
思
う
と
そ
う
で
も

な
い
ら
し
い
。
調
べ
て
み
る
と
一
九
五
七
年
の
「
二

宮
尊
徳
の
少
年
時
代
」
と
一
九
九
八
年
の
「
二
宮
金

次
郎
物
語
・
愛
と
情
熱
の
か
ぎ
り
」
が
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
金
次
郎
の
少
年
時
代
が
対
象
で
あ
る
。「
二

宮
金
次
郎
の
一
生
」
を
描
こ
う
と
す
る
と
、
定
番
の

ス
ト
ー
リ
ー
と
な
っ
て
し
ま
い
、
「
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
性
に
欠
け
る
」
ら
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
二

宮
金
次
郎
の
生
涯
を
描
く
映
画
は
、
今
回
が
初
め
て

で
、
そ
の
た
め
、
今
回
の
映
画
化
も
構
想
か
ら
三
年

か
か
っ
た
と
の
こ
と
。 

た
だ
し
、
今
度
の
『
二
宮
金
次
郎
の
一
生
』
は
、

少
年
期
の
作
品
と
異
な
り
、「
道
徳
な
き
経
済
は
罪

悪
で
あ
り 

経
済
な
き
道
徳
は
寝
言
で
あ
る
」
の
言

葉
の
よ
う
に
経
済
小
説
と
し
て
も
楽
し
め
る
展
開
を

し
て
い
る
の
で
期
待
で
き
よ
う
。 

 
 
 

映
画
の
完
成
は
来
年
の
秋
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
製
作
準
備
委
員
会
事
務
局
で
は
「
あ
な
た
も

サ
ポ
ー
ト
し
て
映
画
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
」

と
一
口
一
万
円
の
基
金
募
集
を
行
っ
て
い
る
（
問
合

わ
せ
先 

〇
三 

六
四
五
五 

五
八
五
〇 

児
玉
氏
）。 

 **************
********************* 

 

史
游
サ
ロ
ン
の
性
格
は
、
基
本
的
に
は
参
加
者
の

懇
談
会
と
し
て
い
る
の
で
、
世
話
人
と
し
て
あ
ま
り

事
前
に
テ
ー
マ
や
話
題
を
準
備
す
る
努
力
は
し
て
い

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
散
漫
に
な
っ
た
り
、

あ
ま
り
淋
し
い
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
参
加
し

て
下
さ
る
方
に
申
し
訳
な
い
。 

実
は
、
史
游
サ
ロ
ン
の
世
話
人
を
引
き
受
け
る
こ

と
に
決
め
た
時
に
は
、
も
し
話
題
が
不
足
す
る
様
な

ら
、
私
ひ
と
り
で
も
、
毎
回
ミ
ニ
講
演
会
を
す
る
つ

も
り
で
あ
っ
た
。
今
ま
で
に
、
色
々
な
会
で
講
演
し

た
回
数
は
数
十
回
に
は
な
る
の
で
、
そ
の
中
か
ら
、

適
宜
、
選
ん
で
講
演
を
す
る
な
ら
、
十
回
程
度
な
ら

問
題
な
い
。
主
と
し
た
話
題
は
、
韓
国
関
係
、
考
古

学
関
係
、
計
量
史
関
係
、
金
属
史
関
係
で
あ
る
。 

外
部
に
声
を
掛
け
れ
ば
、
多
少
、
人
集
め
で
き
る

内
容
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
全
く
そ
の
考
え
は
な

い
。
ぼ
つ
ぼ
つ
始
め
よ
う
か
と
思
っ
て
い
る
。 

 
 

(

新
井
宏) 

今
月
の
史
遊
サ
ロ
ン
は
予
定
通
り
第
三
土

曜
日
の
九
月
十
六
日
で
す
。
会
場
は
定
例
の

銀
座
ル
ノ
ア
ー
ル
八
重
洲
北
口
会
議
室
。 

な
お
、
十
一
月
の
史
遊
サ
ロ
ン
も
予
定
通

り
第
三
土
曜
日
の
十
一
月
十
八
日
で
す
。 

「
自
由
執
筆
」
に
つ
い
て
は
、
随
時
お
寄
せ

下
さ
い
。「
埋
め
草
」
も
大
歓
迎
。 
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出
雲
大
社
再
考
（
一
四
） 

 
近
世
最
大
危
機
佐
太
神
社
紛
争
（
６
） 

 
 
 
 

松
江
藩
の
厳
罰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
上 

邦
治 

 

幕
府
寺
社
奉
行
は
、
両
出
雲
国
造
で
あ
る
七
〇
代

千
家
直
治
と
六
七
代
北
嶋
兼
孝
を
闕
職
さ
せ
た
。
千

家
家
で
は
嗣
子
は
お
ら
ず
、
千
家
上
官
の
宗
敏
（
直

治
の
従
弟
）
を
七
一
代
に
襲
職
さ
せ
、
北
島
家
で
は

弟
道
孝
を
継
が
せ
る
こ
と
で
、
国
造
継
承
と
祭
祀
を

守
っ
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
こ
れ
で
終
わ
り
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
松

江
藩
か
ら
は
、
次
々
に
処
罰
が
発
せ
ら
れ
た
。 

ま
ず
同
月
藩
寺
社
奉
行
か
ら
家
老
の
仰
せ
と
し

て
、
「
両
国
造
の
神
器
家
財
等
封
印
上
官
に
預
け
る

こ
と
、
社
人
は
杵
築
の
外
に
出
る
こ
と
を
遠
慮
す
る

こ
と
、
両
国
造
の
縁
者
に
は
罷
免
等
処
罰
が
あ
る
こ

と
」
が
、
言
い
渡
さ
れ
た
。
合
わ
せ
祭
祀
に
つ
い
て

は
、
「
神
火
消
絶
な
き
様
、
別
火
・
上
官
協
力
し
て

毎
日
神
勤
す
る
こ
と
」
を
、
命
じ
た
の
で
あ
っ
た
。 

翌
月
に
は
家
老
三
人
の
連
名
で
、
「
国
主
の
仰
せ

を
軽
ん
じ
承
引
し
な
か
っ
た
事
、
言
語
道
断
で
あ

る
。
国
造
を
補
佐
す
る
立
場
の
上
官
二
人
は
、
寺
社

奉
行
に
逆
ら
っ
て
、
国
造
に
邪
義
を
進
め
、
和
談
を

さ
せ
ず
。
就
中
長
谷
正
之
、
佐
草
直
清
の
科
重
し
、

両
名
閉
門
を
お
お
せ
つ
く
」
と
し
、
さ
ら
に
「
そ
の

他
の
者
も
働
き
に
応
じ
、
軽
重
の
御
沙
汰
が
あ
る
」

と
通
知
し
た
の
で
あ
る
。 

千
家
家
上
官
長
谷
正
之
は
千
家
村
に
、
北
島
家
上

官
佐
草
直
清
は
北
島
村
に
、
各
々
蟄
居
（
閉
門
か
ら

一
等
減
刑
）
し
た
。
二
人
は
国
造
を
守
る
た
め
、
罪

を
一
身
に
背
負
い
、
仰
せ
に
従
っ
た
の
で
あ
っ
た
。 

松
江
藩
の
罪
状
が
解
除
さ
れ
た
の
は
、
藩
主
交
代

の
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
で
、
服
し
た
期
間
は
七

年
間
に
及
ん
だ
。
そ
し
て
直
ぐ
に
、
四
〇
年
後
の
延

享
元
年
（
一
七
四
四
）
の
正
殿
遷
宮
造
営
に
む
け

て
、
大
社
挙
げ
て
の
準
備
に
取
り
掛
か
る
こ
と
に
な

る
。 佐

太
神
社
を
訪
れ
た
の
は
、
一
〇
月
初
め
の
三
時

過
ぎ
で
あ
っ
た
。
神
名
火
山
と
さ
れ
る
秀
麗
朝
日
山

（
標
高
三
四
二
㍍
）
の
東
麓
に
有
り
、
日
が
暮
れ
る

の
は
早
い
。
丁
度
本
殿
の
屋
根
が
修
理
中
で
、
網
に

覆
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）

松
江
藩
に
よ
り
造
営
さ
れ
た
、
古
色
蒼
然
と
し
た
三

層
の
大
社
造
り
本
殿
が
認
め
ら
れ
た
。 

本
殿
の
正
中
殿
に
は
佐
太
大
神
（
明
治
維
新
政
府

の
指
示
に
よ
り
、
猿
田
彦
神
と
同
一
と
さ
れ
た
）、

イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
等
を
祀
り
、
北
殿
に
は
、
天

照
大
神
、
瓊
瓊
杵
尊
を
、
南
殿
に
は
ス
サ
ノ
ウ
等
、

出
雲
風
土
記
に
加
え
て
、
記
紀
に
あ
る
主
要
な
神
々

を
祀
っ
て
い
る
。
出
雲
大
社
を
は
る
か
に
勝
る
多
く

の
神
々
を
祭
神
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
常
に
大
社
と
張

り
合
っ
て
き
た
当
社
の
意
地
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。 

一
〇
月
出
雲
国
で
は
神
在
月
と
称
し
、
出
雲
大
社

「
神
在
祭
」
が
知
ら
れ
る
。
陰
暦
の
一
〇
月
一
〇
日

の
夜
の
神
迎
神
事
か
ら
始
ま
り
、
一
七
日
の
神
等
去

出
神
事
で
終
わ
る
。 

佐
太
神
社
で
は
、
そ
の
後
の
一
一
月
二
〇
日
か
ら

「
佐
太
の
神
集
い
」
と
呼
ば
れ
る
「
神
在
祭
」
が
神

迎
神
事
か
ら
始
ま
り
、
二
五
日
行
わ
れ
る
神
等
去
出

神
事
と
そ
れ
に
続
く
宿
借
神
事
で
終
わ
る
。
佐
太
社

で
は
春
に
も
一
一
月
の
神
在
祭
の
裏
月
祭
が
、
五
月

二
〇
日
か
ら
二
五
日
ま
で
挙
行
さ
れ
る
。
平
安
時
代

末
期
に
佐
太
神
社
で
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
神
在
祭

は
、
鎌
倉
期
以
降
出
雲
大
社
の
方
が
全
国
的
に
有
名

に
な
っ
た
。
し
か
し
佐
太
社
で
は
、
古
と
ほ
ぼ
同
じ

神
事
を
続
け
て
き
て
お
り
、
あ
く
ま
で
も
出
雲
大
社

に
張
り
合
っ
て
き
た
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
。 

出
雲
大
社
に
は
多
く
の
参
拝
客
で
あ
ふ
れ
て
い
た

が
、
佐
太
神
社
に
は
我
々
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し

三
層
の
本
殿
を
持
つ
境
内
は
、
過
っ
て
大
社
と
争

い
、
秋
鹿
、
島
根
、
楯
縫
、
意
宇
西
半
の
三
郡
半
を

守
り
切
っ
た
そ
の
底
力
を
、
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
こ
の
項
お
わ
り
） 

 

参
考
文
献 

村
田
正
志
考
注
『
出
雲
国
造
家
文
書
』 

西
岡
和
彦 

『
近
世
出
雲
大
社
の
基
礎
的
研
究
』 
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元
駐
韓
大
使
の
「
嫌
韓
書
？
」
批
判
続
報 

文
在
寅
大
統
領
は
変
わ
っ
た
か 

新 

井 
 

宏 

 

前
回
の
『
史
游
サ
ロ
ン
通
信
』
に
、
書
評
と
し

て
元
駐
韓
大
使
・
武
藤
正
敏
氏
の｢

嫌
韓
書
？｣

『
韓

国
人
に
生
ま
れ
な
く
て
良
か
っ
た
』
に
つ
い
て
長
々

と
書
い
た
。
武
藤
氏
は
韓
国
メ
デ
ィ
ア
か
ら
は
、
日

本
人
全
員
が
韓
国
を
罵
っ
て
も
最
後
ま
で
こ
の
国
を

か
ば
う
人
物
と
見
ら
れ
て
い
た
の
に
何
だ
と
云
う
思

い
で
あ
っ
た
。 

事
実
、
文
在
寅
政
権
誕
生
当
初
は
、
同
じ
題
名

「
韓
国
人
に
生
ま
れ
な
く
て
良
か
っ
た
」
の
コ
ラ
ム

を
書
き
な
が
ら
、
私
と
同
様
に
、
韓
国
の
宿
痾
を
鋭

く
指
摘
し
て
も
、
礼
節
あ
る
記
述
で
あ
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
文
在
寅
政
権
の
推
移
を
見
て
、
突
如

と
し
て
「
嫌
韓
書
？
」
と
見
紛
う
よ
う
に 

最
悪
の
大
統
領 

 

な
ぜ
い
ま
文
在
寅
な
の
か
！ 

 

開
い
た
口
が
ふ
さ
が
ら
な
い
！ 

北
朝
鮮
に
す
り
寄
り
、
反
日
を
叫
ぶ
大
統
領
に
日

本
は
強
い
決
意
で
臨
む
し
か
な
い
。 

と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。 

そ
こ
に
は
、
元
駐
韓
大
使
と
し
て
の
品
格
が
認

め
ら
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、「
韓
国
に
対
し
て
、
こ

の
程
度
の
皮
相
的
な
理
解
し
か
で
き
て
い
な
か
っ
た

の
か
」
と
い
う
激
し
い
「
怒
り
」
に
似
た
も
の
が
あ

っ
た
。
時
た
ま
た
ま
「
米
韓
首
脳
会
談
」
を
目
前
に

し
て
い
て
、『
史
游
サ
ロ
ン
通
信
』
に
余
白
も
十
分

に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
長
々
と
書
い
た
の
が
、
武
藤
氏

の
認
識
と
は
百
八
十
度
異
な
り
、
「
文
在
寅
は
変
わ

る
」
と
の
予
想
で
あ
っ
た
。 

自
分
と
し
て
は
、
そ
う
あ
っ
て
欲
し
い
と
の
願

望
も
あ
っ
た
が
、
「
先
の
事
」
を
書
い
て
、
全
く
見

当
違
い
に
な
っ
た
ら
気
が
重
い
と
緊
張
し
て
い
た
。 

親
北
傾
向
を
強
く
持
つ
文
在
寅
は
、
高
高
度
防
衛

ミ
サ
イ
ル
（
サ
ー
ド
）
の
設
置
、
米
の
自
由
貿
易
協

定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
再
交
渉
、
慰
安
婦
問
題
日
韓
合
意
に

誰
よ
り
も
強
く
反
対
し
て
、
大
統
領
選
挙
戦
を
勝
ち

抜
い
た
。 

し
か
し
、
大
統
領
と
し
て
は
、
韓
国
内
に
存
在
す

る
不
条
理
な
「
わ
が
ま
ま
」
を
い
つ
ま
で
も
放
置
し

て
い
て
は
何
も
で
き
な
い
。
米
韓
首
脳
会
談
を
機

に
、
実
利
の
た
め
に
君
子
豹
変
す
る
は
ず
で
あ
る
。 

旗
振
り
役
が
豹
変
す
れ
ば
、
不
条
理
な
「
わ
が
ま

ま
」
は
萎
ん
で
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
私
の
予

想
で
あ
り
、
急
い
で
書
き
留
め
た
の
が
前
回
の
書
評

な
の
で
あ
る
。 

さ
て
、
今
回
は
「
文
在
寅
が
予
想
通
り
に
変
わ

っ
た
」
こ
と
を
続
報
と
し
て
書
く
。 

**************
********************* 

一
言
で
言
え
ば
、
首
脳
会
談
で
「
韓
日
米
安
保
共

助
」
が
一
気
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
。｢

韓
日
米
共
助｣

は
米
国
が
暇
さ
え
あ
れ
ば
韓
国
に
要
求
し
て
き
た
核

心
イ
シ
ュ
ー
だ
っ
た
。
し
か
し
、
韓
国
は
保
守
政
権

さ
え
三
国
共
助
を
敬
遠
し
て
い
た
。
李
明
博
大
統
領

の
時
、
米
国
が
「
南
シ
ナ
海
問
題
で
韓
日
米
共
助
」

を
要
請
し
た
が
、「
中
国
を
刺
激
し
か
ね
な
い
」
と

受
け
容
れ
な
か
っ
た
。
朴
槿
恵
政
府
も
韓
日
米
共
助

を
公
然
と
支
持
す
る
こ
と
は
極
力
避
け
て
い
た
。  

と
こ
ろ
が
誰
よ
り
も
反
日
意
識
が
強
く
、「
韓
日

米
が
一
つ
に
な
れ
ば
朝
中
露
が
ま
と
ま
り
、
新
た
な

冷
戦
時
代
が
開
か
れ
て
し
ま
う
」
と
主
張
し
て
き
た

当
の
文
在
寅
が
「
観
日
米
安
保
共
助
」
を
あ
っ
さ
り

と
受
け
容
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
れ
を
韓
国
で

は
ミ
ス
テ
リ
ー
と
云
っ
て
い
る
。 

懸
案
と
な
っ
て
い
た
「
サ
ー
ド
発
射
台
」
四
基
の

追
加
配
備
は
即
刻
実
施
す
る
と
約
束
し
た
。
そ
の
他

に
も
、
先
制
反
撃
戦
略
へ
の
同
調
、
原
子
力
潜
水
艦

の
所
有
要
望
、
韓
国
ミ
サ
イ
ル
の
弾
頭
重
量
の
倍
増

要
求
、
国
防
費
の
大
幅
増
額
な
ど
「
右
」
政
権
と
見

紛
う
政
策
を
提
示
し
て
い
る
。 

米
韓
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
再
交
渉
問
題

は
、
ま
る
で
マ
ン
ガ
で
あ
る
。
文
在
寅
は
野
党
時
代

の
八
年
間
、
徹
底
し
て
米
韓
自
由
貿
易
協
定
に
反
対

し
再
交
渉
を
要
求
し
て
い
た
。
そ
の
状
況
の
中
で
、

米
国
が
逆
に
貿
易
不
均
衡
是
正
の
た
め
強
烈
な
再
交
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渉
を
要
求
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
韓
国
内
に
は
戦
慄

が
走
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
文
在
寅
は
応
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

慰
安
婦
日
韓
合
意
問
題
に
つ
い
て
は
、｢

再
交
渉｣

を
強
く
掲
げ
て
選
挙
に
勝
っ
た
が
、
今
や
政
府
と
し

て
は
触
れ
た
く
な
い
雰
囲
気
で
、
公
式
的
に
は
何
の

意
思
表
示
も
な
い
。
あ
る
の
は
韓
国
国
内
向
け
の
迎

合
的
な
発
言
の
み
で
あ
る
。 

状
況
を
整
理
し
て
云
え
ば
、
文
在
寅
の
発
言
は
、

い
ま
だ
韓
国
国
内
向
け
は
「
左
」
に
迎
合
的
な
発
言

で
満
ち
て
い
る
が
、
外
交
面
で
は
現
実
的
に
修
正
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
文
在
寅
は
「
北
朝
鮮
問
題
で
は
、
周

辺
国
に
頼
ら
ず
、
我
々
が
運
転
席
に
座
っ
て
主
導
し

て
い
く
」
と
「
均
衡
者
外
交
」
に
強
気
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
今
は
米
中
日
露
が
当
事
者
で
あ
る
韓
国
を

除
外
し
て
交
渉
し
て
い
る
現
実
に
慌
て
て
い
る
。
こ

れ
を
見
て
、
韓
国
マ
ス
コ
ミ
は
「
コ
リ
ア
パ
ッ
シ
ン

グ
」
だ
と
騒
い
で
い
る
。
「
均
衡
者
外
交
」
を
主
張

す
る
韓
国
に
対
し
て
、「
コ
リ
ア
パ
ッ
シ
ン
グ
」
は

面
当
て
の
よ
う
に
見
え
る
。 

さ
て
、
韓
国
が
外
交
面
で
度
量
の
大
き
な
譲
歩
を

す
る
の
は
、
意
外
と
「
左
」
の
政
府
の
時
が
多
い
。

韓
国
内
の
「
左
」
の
不
条
理
な
「
わ
が
ま
ま
」
を
抑

え
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
「
左
」
の
政
権
だ
け
だ
か

ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
武
藤
正
敏
氏
が
心
配
す

る
よ
り
も
、「
最
悪
の
文
在
寅
」
が
成
果
を
挙
げ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
居
る
。 

そ
こ
に
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
て
来
た
。
日
本
の
植
民

地
支
配
下
で
朝
鮮
半
島
か
ら
動
員
さ
れ
た
徴
用
工
の

請
求
権
問
題
に
つ
い
て
、
文
在
寅
大
統
領
は
安
倍
晋

三
首
相
と
の
八
月
二
十
五
日
の
電
話
で
「
徴
用
工
問

題
に
つ
い
て
は
国
家
間
で
は
解
決
済
み
と
す
る
こ
れ

ま
で
の
韓
国
政
府
と
同
じ
立
場
だ
」
と
述
べ
た
。 

文
在
寅
は
、
弁
護
士
時
代
に
「
徴
用
工
裁
判
」
を

手
が
け
、
つ
い
先
日
ま
で
、「
徴
用
工
個
人
の
請
求

権
は
今
も
効
力
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
こ
の
豹

変
が
可
能
な
の
は
、
彼
が
「
左
」
に
対
し
て
大
き
な

影
響
力
を
持
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
文
在
寅
が
変
わ
っ
た
の
は
外
面
だ
け

で
、
そ
の
思
想
が
簡
単
に
変
わ
っ
た
訳
で
は
な
い
。 

**************
********************* 

二
年
近
く
前
に
、
史
游
会
で
「
地
政
学
・
ポ
ー
ラ

ン
ド
と
韓
国
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。
そ
れ
は

韓
国
に
お
け
る
近
年
の
「
均
衡
者
外
交
志
向
」
に
強

い
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

「
地
政
学
的
な
状
況
」
が
良
く
似
て
い
た
第
一
次

世
界
大
戦
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
ソ
連
に
付
い
た

り
ナ
チ
ス
に
付
い
た
り
、
両
国
を
手
玉
に
と
る
つ
も

り
で
「
均
衡
者
外
交
」
を
進
め
て
い
た
が
、
そ
れ
は

「
恐
る
べ
き
幻
想
」
で
あ
っ
た
。
一
九
三
九
年
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
は
、
瞬
く
間
に
再
び
両
国
に
よ
り
分
割
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。 

朴
槿
惠
が
天
安
門
で
習
近
平
と
腕
を
組
み
中
国
に

接
近
し
た
が
、
結
局
、
米
国
の
サ
ー
ド
の
韓
国
内
設

置
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
習
近
平
は
面
子
を

潰
さ
れ
た
と
、
大
々
的
な
報
復
に
で
て
い
る
。
中
国

人
の
観
光
客
は
激
減
し
、
現
代
自
動
車
の
中
国
工
場

は
今
や
操
業
中
止
の
危
機
を
迎
え
て
い
る
。 

文
在
寅
も
サ
ー
ド
設
置
を
大
幅
に
遅
ら
せ
る
と
し

て
、
一
旦
は
中
国
に
気
を
遣
っ
て
い
た
が
、
今
や
反

対
運
動
を
抑
え
、
今
月
初
に
も
設
置
さ
せ
る
状
況
で

あ
る
。
遅
ま
き
な
が
ら
、
文
在
寅
は
米
国
に
つ
い
て

行
く
し
か
な
い
と
割
り
切
っ
た
。 

あ
ま
り
に
も
急
成
長
を
遂
げ
た
韓
国
は
、
極
端
な

「
先
進
国
部
分
」
と
そ
れ
に
付
い
て
行
け
な
か
っ
た

「
後
進
国
部
分
」
で
二
極
化
さ
れ
て
い
る
。 

先
進
国
部
分
は
「
大
企
業
癒
着
」
の
「
保
守
」
で

あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
「
反
癒
着
」
と
で
も
云
う
べ

き
「
反
保
守
」
の
後
進
国
部
分
「
非
合
理
な
わ
が
ま

ま
」
が
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
、「
先
進
国
」
と｢

後
進
国｣

の
同
居

と
、
地
政
学
的
な
背
景
の
中
で
は
「
慰
安
婦
」
な
ど

は
本
来
問
題
に
は
成
り
得
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ

な
の
に
な
ぜ
い
つ
も
主
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
「
右
」
を
揺
さ
ぶ
る
の
に
「
左
」
が

利
用
す
る
最
も
効
率
的
な
手
段
だ
か
ら
で
あ
る
。 


